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平成２７年度全国体力・運動能力、運動習慣等調査 

三重県結果報告書（概要） 
 

 

 

Ⅰ 調査の概要について（報告書 P.1） 

 １ 調査実施期間  平成２７年４月から７月末までの期間 

 ２ 調査対象 

   ・小学校第５学年、特別支援学校小学部第５学年 

   ・中学校第２学年、特別支援学校中学部第２学年 

の全児童生徒を対象（特別支援学校及び小・中学校の特別支援学級に在籍している児童生徒に

ついては、その障がいの状態等を考慮して、参加の是非を判断） 

 ３ 調査事項 

  （１）児童生徒に対する調査 

    ・実技に関する調査（小学校、中学校とも８種目） 

      握力、上体起こし、長座体前屈、反復横とび、 

      ※持久走（男子 1500m 女子 1000m）、20m シャトルラン、 

      50m 走、立ち幅とび、ボール投げ（小学生ソフトボール、中学生ハンドボール） 

       ※小学生は 20m シャトルランのみの実施 

        中学生は持久走か 20m シャトルランのどちらかを選択して実施 

    ・質問紙調査（運動習慣等） 

  （２）学校に対する質問紙調査 

    ・質問紙調査（子どもの体力向上に係る学校の取組等） 

  （３）教育委員会に対する調査 

    ・質問紙調査（子どもの体力向上に係る施策等） 

 

 

Ⅱ 調査学校数、児童生徒数について（報告書 P.1） 

  全国の小学校５年生と中学校２年生の全員を対象（悉皆調査）として実施し、本

県の実施状況は以下のとおりであった。 

校種（全学校数） 参加学校数 参加児童生徒数 

小学校（３７６校） ３７５校 １６，１３６人 

中学校（１６３校） １６２校 １５，８９３人 

※学校数：小・特別支援学校 1 校、中・特別支援学校５校含む 

※参加学校数：該当学年児童生徒数が０人等で実施できない学校等を除いた学校数 
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２ 本調査開始（平成 20 年度）以降の全員を対象とした調査の体力合計点経年変化 

  ※ 平成 22・24 年度は抽出調査、平成 23 年度は東日本大震災の影響で中止のため、除外して

います。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

① 平成 20 年度と平成 27 年度の体力合計点比較 

 Ｈ２０－Ｈ２７  Ｈ２０－Ｈ２７ 

小学校男子 ＋０.９０ 小学校女子 ＋１.７０ 

中学校男子 ＋１.７２ 中学校女子 ＋１.１２ 

小学校男女・中学校男女とも上昇しており、本年度の体力合計点は、調査開始

以来、最高値を示しています。 

 

② 平成 27 年度における本県の体力合計点と全国平均値比較 

 本県値－全国値  本県値－全国値 

小学校男子 －０.２４ 小学校女子 －０.５３ 

中学校男子 ＋０.１６ 中学校女子 －０.３３ 

中学校男子は、調査開始以来、初めて上回っており、小学校男女・中学校女子

の差は、調査開始以来、最も縮まっています。 
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＜体育・保健体育の授業は楽しいですか＞（報告書 P.42） 

【楽しい・やや楽しいと思う割合 H26→H27 小男 94.4%→94.6% 小女 90.5%→91.7%】 

【楽しい・やや楽しいと思う割合 H26→H27 中男 91.8%→91.1% 中女 84.2%→85.0%】 

   【小学校５年生】 

   【小学校５年生 男子】       【小学校５年生 女子】 

 

   【中学校２年生】 

【中学校２年生 男子】       【中学校２年生 女子】 

 

校種や男女の別にかかわりなく、体育・保健体育の授業が「楽しい」と答えた集団

は、それ以外の集団に比べて、体力合計点が高い傾向がみられた。 
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４ 学校質問紙調査の結果（報告書 P.56～P.81） 

＜平成 26 年度に小学校第 4 学年及び中学校第 1 学年に対して、体力・運動能力の   

向上のための学年としての目標を設定しましたか＞（報告書 P.58） 

［平成 26 年度以前質問なし］ 

【小学校】 

【中学校】 

＜平成 26 年度に小学校第 4 学年及び中学校第 1 学年に対して、体育・保健体育の   

授業以外に運動時間を確保する取組を行いましたか。＞（報告書 P.60） 

［平成 26 年度以前質問なし］ 

【小学校】 

【中学校】 

平成 26 年度に小学校第 4 学年及び中学校第 1 学年に対して、体力・運動能力の向上

のための学年の目標を「設定していた」学校の割合は、全国と比較して、小学校・中

学校ともに低かった。 

平成 26 年度に小学校第 4 学年及び中学校第 1 学年に対して、体育・保健体育の授業

以外に運動時間を確保する取組を「行った」学校の割合は、全国と比較して、小学校

は低く、中学校は高かった。 
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＜体育・保健体育の授業の冒頭で、その授業の目標（めあて・ねらい等）を児童生徒

に示す活動を計画的に取り入れていますか＞（報告書 P.64） 

【いつも・だいたい取り入れている割合 H26→H27 小 89.6%→93.4% 中 94.2%→97.6%】 

【小学校】 

【中学校】 

＜体育・保健体育の授業の最後に、その授業で学習したことを振り返る活動を計画

的に取り入れていますか＞（報告書 P.64） 

【いつも・だいたい取り入れている割合 H26→H27 小 74.0%→77.9% 中 87.8%→90.2%】 

【小学校】 

【中学校】 

体育・保健体育の授業の冒頭で、その授業の目標を児童生徒に計画的に示す活動を

「いつも取り入れている」学校の割合は、全国と比較して、小学校・中学校ともに低

かった。 

体育・保健体育の授業の最後に、その授業で学習したことを振り返る活動を計画的

に「いつも取り入れている」学校の割合は、全国と比較して、小学校・中学校ともに

低かった。 
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＜これまで新体力テストは何年間実施していますか。＞（報告書 P.80） 

【6 年以上継続している割合 H26→H27 小 47.3%→63.6% 中 91.7%→93.8%】 

【小学校】

【中学校】
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新体力テストを「６年以上」実施している学校の割合は、全国と比較して、小学校

は低く、中学校はほとんど差がみられなかった。 

 








